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川崎市中原区社会福祉協議会 

令和５年度 事業報告 

◆重点事業◆ 

１ 地域福祉活動の推進 

地区社協や福祉団体等への活動経費の一部助成を通じて、地域福祉活動や在宅福祉活動を育成

支援した。 

 地域福祉活動拠点（地域における交流促進の場や地区社協等の小地域福祉活動団体の活動場所

としての拠点）を新たに地域の中に確保していくことの検討や設置については、新型コロナウイ

ルス感染症の影響が残り地域活動の再開を慎重にさせる状況などもあったため具体的には進まな

かった。 

 地域福祉ケアシステムの構築に向けた行政、関係機関との連携については、行政の主催事業へ

の協力や関係会議への出席などにより連携を図った。 

 

２ ボランティア活動の推進 

ボランティアセンター運営委員会を開催して、福祉分野のボランティア活動の振興に取り組ん

だ。市民のボランティア活動やボランティア団体の育成を支援するため、ボランティア相談によ

る対応をはじめ、ボランティア養成のための養成講座の開催や団体への活動助成などを行った。 

広報活動については、ボランティア情報紙「ポポラーレ」を発行し、ホームページやＳＮＳの

ＬＩＮＥなども活用するなどして、ボランティアセンター事業の周知やボランティア活動の促進

につながる有益な情報の発信に努め、ボランティア活動の推進に取り組んだ。 

 

３ 広報啓発活動、組織体制の強化 

常任委員会や運営協議会、地区社協会長会議、各委員会を開催し、適切な組織運営を行い、ネ

ットワークの強化に努めました。 

また、第４期地域福祉活動計画（令和３年度～５年度）に基づき、『「みんなが主役」、「みんな

にわかる」、「みんなでつくる」おたがいさまの心で満ち溢れるなかはらの福祉』を実現するた

め、住民の地域福祉活動への参加が促進されるように事業の推進に努めるとともに、次期地域福

祉活動計画（令和６年度～８年度）を市社協と７区社協が一体的に策定を進めた。 

広報啓発活動については、広報紙「社協なかはら」やボランティア情報紙などを発行し、社協

事業をはじめ地域の福祉情報やボランティア情報を広く住民に周知するための情報提供や福祉の

啓発に取り組んだ。 

また、新型コロナウイルス感染症の影響により見送っていた「なかはら福祉健康まつり」や各

老人いこいの家における「いこいの家まつり」などを再開するなどして、地域の人々の交流やつ

ながり作りの促進に取り組んだ。 

 

４ 災害時の対応に向けての取り組みと連携強化 

 災害発生時に災害ボランティア活動を円滑に推進できるように、災害ボランティアの養成講座

を開催するとともに、中原区総合防災訓練に参加して市民への災害ボランティアセンターの周知

を図り、中原区防災連絡協議会や中原区二次避難所施設連絡会議などに参加して情報・意見交換

を行い連携に努めた。 



２ 

 

事 業 報 告 の 内 容                       

                                          

中原区社会福祉協議会 事業費【７６，１２７千円】 

【サービス区分事業活動支出   ６２，０３８千円】 

【共同募金配分金           １４，０８８千円】   

 

１ 中原区社会福祉協議会運営事業 

（１）常任委員会、運営協議会の開催 

ア 常任委員会の開催 ３回（６月、９月、２月）    

イ 運営協議会の開催 ２回（６月、２月） 

ウ 地区社協会長会議の開催 １回（６月） 

エ 地区社協会長・区民児協正副会長合同会議 １回（９月） 

 

（２）令和５年度会員及び賛助会員数 

     R5実績 R4実績 

会員数 １１９ １２１ 

賛助会員数 １，５５０ １，６１９ 

 

（３）種別会議 

   区社協役員の改選期でないため開催していない。 

    

（４）寄付金品の受け入れ 

１６件 合計１，１０３，６６０円 

 

 

２ 調査・研究事業 

（１）第４期地域福祉活動計画の円滑な推進、次期地域福祉活動計画の策定 

   計画に基づいて各事業の推進に努めるとともに、次期地域福祉活動計画（令和６年度～

８年度）を市社協と７区社協で一体的に策定を進めた。 

 

 

３ 研修事業 

（１）常任委員会委員及び運営協議会委員研修会の開催 

令和５年度市社協地域部会地区社協役員等研修会に参加 

 

 

４ 企画・広報事業 

（１）総合相談（ふくし相談）事業 

ア 福祉を中心とした各種相談への対応 

相談者の問題解決に対応するため、必要に応じて関係機関・団体と連携して支援に努めた。 
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地域課で対応した総合相談（ふくし相談） 相談件数 ３４１件 

 

（２）広報啓発活動 

 ア 機関紙「社協なかはら」の発行 

１２９号（８０，０００部）、１３０号（８０，０００部） 

   １３１号（７４，０００部）、１３２号（７４，０００部） 

 イ ホームページの管理運営 

 中原区社会福祉協議会ホームページ（www.nakaharaku-shakyo.jp） 

 ウ なかはら福祉健康まつりの開催 

     中原区役所庁舎を会場に区内福祉関係団体等が参加して実行委員会形式で「第２７回なか

はら福祉健康まつり」を令和５年１１月１９日に開催 来場者数は約１，５００人 

エ 中原区民祭への参加 

   令和５年１０月１５日 等々力緑地催し物広場で開催 

オ 広報啓発物の作製 中原区役所ガイドマップへの広告掲載 

カ 福祉関係図書・ビデオの貸出し及び閲覧 通年 

キ 会員向け情報紙「なかはらタイムズ」の発行 毎月１６０部 

ク 中原区社協新春のつどいの開催 

 令和６年２月９日 宝珍樓向河原店 参加者数６９人 

 

 

５ 地域福祉活動事業 

（１）地区社協活動への支援 

   事務的な支援や情報提供、助成金等により支援を行った。 

 

（２）小地域福祉活動の推進 

   情報提供や助成金等により支援を行った。 

 

（３）子育て支援の推進 

   就園前の子を持つ親を対象にした「布おもちゃづくり教室」を開催した。 

 

（４）福祉教育の推進 

ア 学校、企業、地域における福祉教育の推進 

イ 福祉教育に関する相談への対応及び連絡調整、講師等の調整や派遣、機器・機材等の 

貸出し 

相談校・団体数 ２１件（小学校１０校、中学校１校、その他１０団体） 

対応件数    ４１件（相談１件について複数対応あり） 

   高齢者疑似体験グッズ等の貸出し １９件 

 

（５）福祉当事者団体への支援 

   情報提供や活動費助成などにより支援した。 



４ 

 

（６）地域包括ケアシステム構築に向けた連携と地域支援 

   構築に向けて中原区役所や地区社協等との連携に努めた。 

 

（７）印刷機等の機器・機材の貸出し 

 ア 福祉活動を目的とする印刷等のために貸出しを行った。 通年 

イ 福祉パルを活動拠点としている団体へのキャビネットの貸出し １８団体  

 

（８）障害者（児）リフレッシュ事業の実施 

   区内在住の障害者(児)及びその家族を生きがいづくりや自立支援を目的にプロバスケット

ボールの試合観戦に招待した。 

 

（９）車いすの貸出し 

   区民への車いす無料貸出 ２５０件 

 

（１０）福祉用具リサイクル情報の提供 

ア 譲りたい要望    ２０件 

イ 譲ってほしい要望   ７件 

 ウ 譲渡成立件数    １５件（昨年度の要望ケースの成立を含む） 

 

（１１）中原老人福祉センターとの連携・協力  

    事業の広報周知などで連携・協力した。 

 

 

６ 団体等助成事業 

（１）地区社協育成交付金【共募】       ５地区社協 計   ５４９，０３７円 

 

（２）地区社協活動費の助成【共募】      ５地区社協 計 ４，２０９，１１３円 

 

（３）地区社協地域福祉活動費の助成【賛助会費】５地区社協 計 ２，８０１，７５０円 

 

（４）高齢者ふれあい活動支援事業補助金の交付  

会食活動に助成 １０団体 計 １，３８１，０００円 

 

（５）区社協会員のボランティア・当事者団体等への助成【共募】 

   区社協第９種・１０種会員 １２団体 計 ４２０，０００円 

 

（６）協賛事業への助成【共募】 

ア 中原区社会を明るくする運動 ５０，０００円 

イ 中原スポーツまつり     １０，０００円 

ウ なかはらランニングフェスタ ２０，０００円 
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（７）ボランティア銀行なかはら福祉活動助成 

   地域福祉活動を自主運営で行っている当事者・ボランティアへ公募及び申請方式で行い、

ボランティア銀行なかはら運営委員会にて、助成審査を行った。 

 ア 会員以外の団体      申請 １８団体・交付 １６団体 計 ４２５，０００円  

イ 地区社協、区民児協、地区民児協  申請・交付 ２地区社協 計 ５０７，４６９円 

 

 

７ 委員会等活動事業 

（１）地区社会福祉協議会会長連絡会議の開催 

地区社協会長会議の開催 １回（６月７日） 

   地区社協会長・区民児協正副会長合同会議 １回（９月１４日） 

    

（２）関係機関が開催する連絡会議等への出席 

   市・区役所、地域包括支援センター、社会福祉施設・団体等の主催会議に参加した。 

 

（３）会員への情報提供 

   会員向け情報紙「なかはらタイムズ」 毎月発行 

 

 

８ 共同募金事業 

（１）共同募金会が実施する共同募金運動（年末たすけあい運動含む）への協力 

 

（２）福祉ニーズを持つ世帯への年末支援金配分事業 

   年末見舞金配布 ７２１世帯 計 ３，６０５，０００円 

 

 

９ 福祉パル管理運営事業 

（１）研修室及びボランティアコーナーの貸出し 

   研修室 ３４１件、ボランティアコーナー ２５８件 

 

（２）地域福祉活動に必要な印刷機等の機材、機器の貸出し 

   通年 

   

（３）情報コーナーの設置によるチラシ・ポスター等の掲示 

   社協、行政、関係機関・団体等の広報物 通年 

 

 

１０ 生活福祉資金貸付事業 

（１） 生活福祉資金貸付事業  

通常貸付（新型コロナウイルス関係を除く）決定件数 １０件 



６ 

 

 

１１ ボランティア活動振興事業 

（１）ボランティアセンター運営委員会の開催 

運営委員会 ３回（６月１４日、１０月２７日、２月２８日） 

  

（２）ボランティア依頼及び活動希望の相談・調整 

ア ボランティア活動希望への相談・情報提供  ５２件（令和４年度 ５７件） 

イ ボランティア募集の依頼          ４０件（令和４年度 ３４件） 

 

（３）ボランティア情報誌の発行等、広報活動の実施 

ア 情報紙「ポポラーレ」年４回発行（４月、７月、１０月、１月 各１４００部） 

イ 広報活動  

情報紙やボランティア相談等を通じてボランティアセンターを周知した。 

また、なかはら福祉健康まつりに参加してボランティアセンターのＰＲ活動を行った。 

 

（４）各種講座・セミナーの開催 

ア 区民を対象にしたボランティア養成講座 ３講座開催 

 イ 夏休み福祉・ボランティア体験学習「チャレボラ２０２３」 ４プログラム実施   

 

 

１２ 中原区あんしんセンター事業 

（１）日常生活自立支援事業に関わる相談 

   相談件数 ７４４件（初回相談２９件、継続相談７１５件） 

（※令和４年度相談件数 ７４３件／初回相談３９件、継続相談７０４件） 

 

（２）成年後見制度の概要や申立手続きに関わる相談 

   相談件数 ２１９件（初回相談７６件、継続相談１４３件） 

 

 

１３ 老人いこいの家運営等事業 

（１）ミニデイケアサービス事業 

  参加人数 ７９人 ・ ボランティア ８５人 

 

（２）区内老人いこいの家利用者数 

利用人数 計６１，８３９人 

 

（３）老人いこいの家運営委員会及び運営委員長会議の開催 

   運営委員会 ごうじ、中丸子、西加瀬、井田 各３回 

等々力、新城、丸子多摩川 各２回 

 



７ 

 

 

１４ 災害活動関連事業 

（１）災害対策・事業関連 

 ア 防災について関係機関との連携強化 

中原区防災連絡協議会等で関係機関と災害時の連携について情報交換を行った。 

   令和５年度第１回及び第２回中原区総合防災訓練に参加した。 

 イ 災害ボランティア養成講座 １回開催（１月２５日） 

 

 

１５ 団体事務 

   関係する団体の事務局として運営・活動の支援協力を行った。 

（１）神奈川県共同募金会中原区支会 

  募金実績 ２２，９３５，９８４円 達成率 ７２．９％ 

 

（２）中原区民生委員児童委員協議会 

   中原区民児協の事務局として、研修会の開催やその他各種会議等に協力 

 

 

１６ その他 

（１）川崎市社会福祉協議会が実施する事業に協力 

川崎市社協が「地域生活支援ＳＯＳかわさき事業」の一環として行っている「食糧支援かわさ

き」に協力し、食糧を必要としている世帯へ食糧を配分した。 

   また、地域生活支援SOSかわさき事業連携ネットワーク会議（中原区会議）を開催した。令和６

年２月２８日 参加者数 ２７人 

そのほか、中原老人福祉センターとの連携を図り、センターの事業運営に協力した。 

 


